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本
県
の
観
光
振
興
策
と
し
て

自
転
車
の
有
効
な
活
用
策
を

研
究
し
、
具
体
的
な
事
業
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
有
効

な
指
標
設
定
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
や
魅
力
あ
る
企
画
に
で
き
る
か

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
サ
イ
ク

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー
実
施
の
具

体
的
な
方
策
を
検
討
す
る
。

●�ネーミングライツの導入について
●�さらなる子供の貧困対策を　子供の貧困の実態調査を定期的に実施すべ
きではないか
●�医療的ケア児の支援について
●�県内農業を基軸とした、食料自給社会の早期実現を　自給社会構築に向
けた県の取り組みとグランドデザインについて
●�あと数マイルプロジェクトと地域交通への支援について　埼玉高速鉄道
に関する地元市への影響
●�社会保障の削減や物価高から、生活困窮者を守り子育て応援の施策の充
実を
●�テレワークの促進について　テレワークの環境整備に取り組む市町村へ
の支援
●�新型コロナウイルスワクチンの副反応について　副反応の実態把握と公
表、周知、対策を
●�保健所の体制整備、過剰に負荷がかかる人員からの業務の引き剥がしに
ついて
●�頻発する豪雨災害について　今後の治水対策
●�貧困の連鎖を断ち切るためにも子供の教育を　大学受験費用の補助につ
いて
●�地域公共交通政策について
●�県職員の能力を活かすために　若手退職を食い止める対策を
●�部活動の地域移行について　部活動の大きな転換点としての地域移行
●�医療提供体制の充実のための取り組みについて

10月4日（火曜日）

安藤友貴
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小川直志
（自民）

永瀬秀樹
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10月5日（水曜日）
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神尾髙善
（自民）本会議の様子

一般質問の質疑質
問・答弁の全文は
こちらからご覧に
なれます。

議長
中屋敷慎一

副議長
武内政文

安心・安全

世
界
規
模
で
人
口
が
急
激
に

増
加
し
続
け
て
い
る
。
ど
こ

の
国
で
も
食
料
安
全
保
障
は
最
優

先
の
課
題
だ
が
、
大
き
な
壁
と
な

る
の
が
農
業
の
２
０
２
５
年
問
題

だ
。
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以

上
と
な
り
、
新
規
就
農
者
も
増
え

て
い
か
な
い
。
こ
の
問
題
を
ど
う

捉
え
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
解
決

し
て
い
く
の
か
。
所
見
を
伺
う
。

農
業
者
の
高
齢
化
対
応
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
作
目

転
換
で
労
力
軽
減
を
図
り
、
今
後

の
農
業
生
産
維
持
に
向
け
て
、
法

人
化
や
農
地
中
間
管
理
事
業
（
※

4
）に
よ
る
農
地
集
約
を
進
め
る
。

ま
た
新
た
な
担
い
手
確
保
育
成
に

向
け
「
明
日
の
農
業
担
い
手
育
成

塾
」（
※
5
）で
就
農
を
支
援
し
、

企
業
の
農
業
参
入
も
推
進
す
る
。

農業

Ａ Ｑ 農
業
の
２
０
２
５
年
問
題
に

つ
い
て

環境

化
学
肥
料
の
高
騰
を
受
け
、

下
水
処
理
過
程
で
生
じ
た
汚

泥
を
肥
料
に
転
換
す
る
事
業
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
化
学
肥
料
と
比

較
し
相
当
安
価
で
、
海
外
に
依
存

し
な
い
循
環
型
農
業
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
処
理
コ
ス
ト
の
削
減
、
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
も
図
れ
る
。
本
県
で

も
庁
内
で
連
携
し
、
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
。
所
見
を
伺
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
期

待
で
き
、
下
水
汚
泥
の
肥
料

化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
ま
ず

は
県
北
地
域
で
試
験
製
造
を
実
施

し
、庁
内
で
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

安
全
性
や
効
果
の
検
証
、農
家
へ

の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
進
め
る
。
結

果
を
踏
ま
え
、
本
格
的
な
肥
料
化

施
設
の
導
入
も
検
討
し
、
循
環
型

農
業
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 「
下
水
汚
泥
」を
資
源
に
転
換

す
る
た
め
に

下
水
汚
泥
の
肥
料
化
に
取
り
組
む
べ
き

本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。左からアクセスできます。
ぜひ、ご覧ください!!

県議会マスコット「ポッポ」

特別委員会だより②
11月13日（日曜日）午前10時から

観光

自
転
車
を
使
っ
た
観
光
・
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
比

較
的
平
坦
で
多
彩
な
魅
力
を
持
つ

本
県
の
特
性
を
活
か
せ
る
。
健
康

や
脱
炭
素
社
会
構
築
に
も
寄
与
し
、

地
域
愛
に
も
つ
な
が
る
。
県
内
外

の
利
用
者
数
な
ど
指
標
を
設
定
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
※
7
）で
推

進
す
べ
き
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
ツ
ア
ー
を
実
施
す
べ
き
。

Ａ Ｑ

今
年
９
月
、
静
岡
県
の
認
定

こ
ど
も
園
の
送
迎
バ
ス
に
置

き
去
り
に
さ
れ
た
子
ど
も
が
熱
中

症
で
死
亡
す
る
大
変
痛
ま
し
い
事

故
が
起
き
た
。
人
員
配
置
の
増
員

補
助
、
安
全
装
置
や
セ
ン
サ
ー
の

設
置
補
助
な
ど
の
対
策
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
保
育
所
、
幼
稚
園
な

ど
送
迎
バ
ス
の
置
き
去
り
防
止
対

策
に
つ
い
て
県
の
考
え
を
伺
う
。

今
回
の
事
故
は
必
ず
行
わ
れ

る
べ
き
安
全
管
理
上
の
確
認

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
発
生
し

た
。
人
為
的
な
ミ
ス
を
防
ぐ
安
全

装
置
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用

し
、
重
層
的
に
園
児
の
安
全
確
保

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
効
果
的

な
事
例
の
情
報
提
供
や
横
展
開
も

検
討
し
、
同
様
の
事
故
が
二
度
と

発
生
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
。

Ａ Ｑ 保
育
所
、幼
稚
園
等
送
迎
バ

ス
で
の
置
き
去
り
防
止
対
策

に
つ
い
て

ホームページで
ご覧になれます

その他の主な質疑・質問

今
回
の
補
正
予
算
で
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
な
ど
電
動

車
へ
の
補
助
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
は
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
非
常
用
電
源
の
確
保
に

使
え
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

機
能
を
強
化
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
必
要
で
あ
る
。
補
正
だ
け
で
終

わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
継
続
的
に

支
援
し
て
い
く
べ
き
。

令
和
元
年
の
台
風
15
号
に
よ

る
大
規
模
停
電
で
電
動
車
を

非
常
用
電
源
に
活
用
し
た
事
例
が

あ
る
。
今
回
の
補
助
制
度
で
は
、

外
部
給
電
機
能
を
備
え
る
車
両
を

対
象
と
し
、
災
害
時
の
自
治
体
へ

の
協
力
を
補
助
要
件
と
し
た
。
継

続
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
事
業

効
果
や
県
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
見
極

め
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

Ａ Ｑ 災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
※

6
）と
い
う
観
点
か
ら
の
Ｅ

Ｖ
の
普
及

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
に
つ
い
て

詳しい放送スケジ
ュールは、随時ホ
ームページでお伝
えいたします。

今後の放送予定

県議会に関するさまざまな情報を分かりやすく
紹介しています。
番組の最後にはプレゼントコーナーもありま
す。ぜひご覧ください！

「こんにちは県議会です」
県議会広報テレビ番組

※１　消防の広域化
　　�　市町村が消防事務（消防団の事務を
除く）を共同して処理することまたは
市町村が他の市町村に事務を委託する
ことにより、スケールメリットを生か
し消防体制を強化すること。

※２　ＭＣＩ
　　�　健常者と認知症の中間にあたる、
Mild�Cognitive�Impairment（軽度
認知障害）のこと。認知機能に問題が
生じているが、日常生活に支障がない
状態のこと。

※３　ぱれっとるーむ
　　�　戸田市の不登校対策の一環として、
不登校傾向のある児童等の居場所を確
保し、早期の支援につなげることを目
的に、小学校内に設置された。

※４　農地中間管理事業
　　�　リタイアする農業者の農地や地域内
で分散している農地などを農地中間管
理機構が借り受け、基盤整備などを実

施し、担い手がまとまりのある形で農
地を利用できるよう貸し付ける事業の
こと。

※５　明日の農業担い手育成塾
　　�　市町村、農協、農業委員会、県農林
振興センターなどが一体となって技術
研修・農地の確保・資金相談などを行
い、自立農業経営を目指す新規就農希
望者が希望地で就農できるよう支援す
る制度。

※６　レジリエンス
　　�　困難な状況でもうまく適応する能力
のこと。災害対策においては、「災害対
応力」と同義で使われる。

※７　ＰＤＣＡサイクル
　　�　行政政策や企業の事業活動にあたっ
て計画から見直しまでを一貫して行
い、さらにそれを次の計画・事業に生
かそうという考え方。具体的には、
「Plan（計画）」「Do（実行）」「Check
（評価）」「Action（改善）」の４つのプ
ロセスを繰り返す。

用 語 解 説

令和5年1月1日（祝日・日曜日）
午前10時から30分間の拡大版！

新春インタビュー特番

議長、副議長、主要会派代表者が新年の抱負などを語ります。


